
宮城教育大学附属特別支援学校                       令和５年７月７日（金） 第11号 

高 等 部 通 信 
・豊かな感性をもち、心身共に健やかな生徒   ・自分で考え、判断し、生活することを楽しむ生徒 
・お互いの良さを認め合い、共に活動する生徒  ・働くことを喜び、自ら社会に参加する生徒 

 

 

「働く種」   が成長しています!! 
  

先週に引き続き、前期就業体験実習の様子をお伝えします。第11号では、個人実習の様子を紹介します。

２・３年生は、将来の進路選択に向け、個人実習に行きます。学校から離れ、一人で取り組む実習に「緊張し

ます」と話す生徒もいましたが、実習巡回の際には、生き生きと仕事をする生徒の姿が多く見られました。今

回の実習の経験を、今後の生活や学習につなげていくことができるように、指導を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの仲間と共に学び、深まる「絆」 
６月29日（木）、30日（金）、自然に触れながら防災について学ぶとともに、仲間とよりよい学級を作ることをねら

いに、高等部１年生が南三陸町で宿泊学習を行いました。事前学習から、クラスの仲間と初めての宿泊に、皆、胸を躍

らせていました。南三陸では、壮大な海を目のあたりにし、「きれいだー」と目を輝かせる一方で、東日本大震災での被

災状況や復興について知り、命の大切さ、防災の重要性について考えを深めることができました。 

 

自分らしく 
 たくましく 

 事務作業、お弁当販売、清掃作業、接客など多くの仕事に取り組みました。それぞれの生徒が、多様な仕事に触れ、

経験の幅を広げ、働くことについて考えることができました。 

Part２ 
 

接客 

清掃 

事務作業 

ものづくり ライン製造 調理補助 

海をきれいに 食事 

美しい海 

モアイ作り 

震災碑 

（文責：鈴木 浩史） 


